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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第３四半期
連結累計期間

第62期
第３四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで

平成23年４月１日から

平成23年12月31日まで

平成22年４月１日から

平成23年３月31日まで

売上高（百万円） 147,742 151,302 196,451

経常利益（百万円） 15,915 12,381 20,833

四半期（当期）純利益（百万円） 9,981 7,189 13,024

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 8,530 5,149 11,199

純資産額（百万円） 114,914 118,733 116,819

総資産額（百万円） 159,697 163,555 164,416

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 205.46 149.01 268.32

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 67.8 68.5 67.0

　

回次
第61期
第３四半期
連結会計期間

第62期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
平成22年10月１日から

平成22年12月31日まで

平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで

１株当たり四半期純利益金額（円） 66.49 55.75

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第61期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　なお、その他セグメントにおいて、エクセディクラッチインディアの重要性が増したため、連結の範囲に含めており

ます。

EDINET提出書類

株式会社エクセディ(E02203)

四半期報告書

 2/19



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

　東日本大震災の影響により低迷していた日本における受注は、第１四半期後半以降、ＡＴ製品を中心に回復いたし

ました。また、高成長率を維持する中国を中心としたアジア地域における受注も堅調に推移しており、当社グループ

の受注高は順調に拡大しております。一方、原価面においては、鋼材価格上昇による材料費の増加や円高の進行等が

あり、利益圧迫要因となっております。その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高 １，５１３億円（前

年同期比 ２．４％増）、営業利益 １３２億円（前年同期比 ２０．６％減）、経常利益 １２３億円（前年同期比 

２２．２％減）、四半期純利益 ７１億円（前年同期比 ２８．０％減）となりました。

　報告セグメント別の概況は下記のとおりであります。

〔ＭＴ（手動変速装置関連事業）〕

　中国を中心としたアジア地域での堅調な受注により、売上高は ４３５億円（前年同期比 ０．９％増）となりま

した。セグメント利益は、材料費及び労務人件費等固定費の増加により、６８億円（前年同期比 ５．６％減）とな

りました。

〔ＡＴ（自動変速装置関連事業）〕

　東日本大震災の影響により減少した受注の回復及び中国での受注増加により、売上高は ９００億円（前年同期比

 １．４％増）となりました。セグメント利益は、材料費及び労務人件費等固定費の増加により ５３億円（前年同

期比 ３３．６％減）となりました。

〔その他〕

　産業機械用製品の受注増加により、売上高は １７７億円（前年同期比 １２．０％増）となりましたが、２輪用ク

ラッチ事業における売上構成の変化及び工場移転費用等の増加により、セグメント利益は １７億円（前年同期比 

１０．５％減）となりました。

　所在地別の概況は下記のとおりであります。

〔日本〕

　東日本大震災の影響により減少したＡＴ製品の受注回復及び産業機械用製品の受注増加により、売上高は ９８９

億円（前年同期比 ４．２％増）となりました。営業利益は、材料費及び労務人件費等固定費の増加により ８４億

円（前年同期比 ２０．５％減）となりました。

〔米国〕

　自動車メーカー向けのＡＴ製品の受注はほぼ前期並に推移いたしましたが、円高の影響により、売上高は １９３

億円（前年同期比 １０．５％減）となりました。営業利益についても、円高の影響により ６億円（前年同期比 ２

３．７％減）となりました。

〔アジア・オセアニア〕

　自動車メーカーからのＭＴ及びＡＴ製品の受注増加により、売上高は ３０８億円（前年同期比 ６．１％増）と

なりました。営業利益は、２輪クラッチ分野における売上構成の変化及び工場移転費用等の増加により ４２億円

（前年同期比 ２１．６％減）となりました。

〔その他〕

　売上高は ２０億円（前年同期比 ２．９％増）、営業利益は １億円（前年同期比 １０．０％減）となりました。
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（2）財政状態

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は １,６３５億円となり、前連結会計年度末に比べ ８億円減少いたしまし

た。負債は ４４８億円となり、前連結会計年度末に比べ ２７億円減少いたしました。主な内容は、納付に伴う未払

法人税等の減少 ２９億円であります。

　純資産は１，１８７億円となり、前連結会計年度末に比べ １９億円増加いたしました。主な内容は、利益剰余金の

増加 ４５億円（四半期純利益による増加 ７１億円、剰余金の処分（配当金支払）による減少 ２６億円）であり

ます。なお、自己資本比率は、前連結会計年度末の ６７.０％から ６８.５％となりました。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

（4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の総額は、３，３８７百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの資金状況は、主として自己資金により充当し、必要に応じて借入による資金調達を実施することを

基本方針としております。

　当第３四半期連結累計期間における設備投資等の資金は、主として自己資金により充当いたしました。

　今後の資金需要の主なものは、環境性能の高い新製品の開発投資やさらなるグローバル化に対応するための海外

投資等であります。これらの資金需要に対しては自己資金で充当する予定ではありますが、資金の不足時に備え、直

接金融においては格付機関による企業格付の向上を図ること、また、間接金融では金融機関との関係を強化するこ

とにより有利な調達条件の維持に努め、負債と資本のバランスに配慮しつつ、適切で柔軟な資金調達体制を構築し

てまいります。

　従い、当社グループは、その健全な財務状態、営業活動によるキャッシュ・フローを生み出す能力、当社グループの

成長を維持するために将来必要な運転資金及び設備投資資金を調達することが可能と考えております。

（6）従業員数

　当第３四半期連結累計期間において、従業員数が前連結会計年度末に比べ1,192名増加いたしました。これは主に、

ＡＴセグメント及びその他のセグメントにおける事業拡大によるものであります。

　なお、従業員数は就業人員数であります。

（7）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設・拡充について、当第３四半期連結累計期間に著し

い変更があったものは、次のとおりであります。

　東日本大震災やタイの洪水等による影響で、国内及びアジア他の地域における設備の新設・拡充を翌連結会計年

度に実施するよう計画を修正いたしました。これにより、当連結会計年度における当社グループ（当社及び連結子

会社）の設備投資予定額は、当初計画 25,000百万円に対し、20,000百万円となる見込みであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 168,000,000

計 168,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

(株)
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成24年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通

株式
48,593,736 同左

東京証券取引所

大阪証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数 100株

計 48,593,736 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 48,593 － 8,284 － 7,540

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 432,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 48,137,000 481,370 －

単元未満株式 普通株式 24,236 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 48,593,736 － －

総株主の議決権 － 481,370 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 600株、議決権の数が６個含まれており

ます。

②【自己株式等】

　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（数）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エクセディ
大阪府寝屋川市木田

元宮１丁目１番１号
332,500100,000 432,500 0.89

計 － 332,500100,000 432,500 0.89

（注）１．他人名義で所有している理由等

「株式付与ＥＳＯＰ」制度の信託財産として、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（（株式付与ＥＳＯＰ信

託口・75467口）東京都港区浜松町２丁目11番３号）が所有しております。

２．当第３四半期会計期間末において実質的に所有している自己名義所有株式数は、332,595株であります。

EDINET提出書類

株式会社エクセディ(E02203)

四半期報告書

 6/19



２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役

技術開発本部長、調達本部

長、２輪開発本部長、品質保

証本部・生産技術本部担当

取締役

技術開発本部長、調達本部

長、品質保証本部・生産技術

本部担当

松田　雅之 平成23年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 30,321 23,628

受取手形及び売掛金 33,235 39,107

商品及び製品 10,227 8,778

仕掛品 4,081 4,252

原材料及び貯蔵品 6,923 7,362

繰延税金資産 2,818 2,169

短期貸付金 463 568

未収還付法人税等 － 630

その他 3,145 2,772

貸倒引当金 △81 △84

流動資産合計 91,135 89,185

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 20,665 19,731

機械装置及び運搬具（純額） 26,475 26,865

土地 8,166 8,332

建設仮勘定 6,367 7,248

その他（純額） 3,721 3,164

有形固定資産合計 65,395 65,342

無形固定資産 1,690 2,962

投資その他の資産

投資有価証券 2,197 2,282

長期貸付金 141 122

繰延税金資産 2,143 2,007

その他 1,770 1,710

貸倒引当金 △56 △57

投資その他の資産合計 6,195 6,065

固定資産合計 73,281 74,370

資産合計 164,416 163,555

EDINET提出書類

株式会社エクセディ(E02203)

四半期報告書

 9/19



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,178 17,182

短期借入金 3,464 4,212

未払費用 6,222 5,555

未払法人税等 3,843 942

製品保証引当金 903 940

その他 4,543 5,717

流動負債合計 36,155 34,550

固定負債

長期借入金 4,199 3,527

長期未払金 806 662

繰延税金負債 1,144 1,145

退職給付引当金 5,043 4,662

役員退職慰労引当金 9 10

資産除去債務 26 26

その他 210 235

固定負債合計 11,440 10,271

負債合計 47,596 44,821

純資産の部

株主資本

資本金 8,284 8,284

資本剰余金 7,540 7,540

利益剰余金 102,978 107,575

自己株式 △803 △1,179

株主資本合計 117,999 122,220

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 357 287

為替換算調整勘定 △8,240 △10,434

その他の包括利益累計額合計 △7,883 △10,146

少数株主持分 6,703 6,659

純資産合計 116,819 118,733

負債純資産合計 164,416 163,555
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年12月31日まで)

当第３四半期連結累計期間
(平成23年４月１日から
平成23年12月31日まで)

売上高 147,742 151,302

売上原価 114,215 120,544

売上総利益 33,527 30,758

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 3,773 3,905

製品保証引当金繰入額 339 147

役員報酬及び給料手当 4,201 4,662

退職給付費用 46 78

役員退職慰労引当金繰入額 91 1

研究開発費 3,421 3,387

その他 4,908 5,280

販売費及び一般管理費合計 16,782 17,462

営業利益 16,744 13,295

営業外収益

受取利息 44 67

受取配当金 17 21

持分法による投資利益 54 －

助成金収入 11 381

その他 449 385

営業外収益合計 577 856

営業外費用

支払利息 252 299

為替差損 801 1,158

持分法による投資損失 － 9

その他 353 302

営業外費用合計 1,407 1,770

経常利益 15,915 12,381

特別利益

製品保証引当金戻入額 177 －

特別利益合計 177 －

特別損失 － －

税金等調整前四半期純利益 16,092 12,381

法人税、住民税及び事業税 4,463 3,612

法人税等調整額 652 826

法人税等合計 5,115 4,439

少数株主損益調整前四半期純利益 10,976 7,942

少数株主利益 995 753

四半期純利益 9,981 7,189
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年12月31日まで)

当第３四半期連結累計期間
(平成23年４月１日から
平成23年12月31日まで)

少数株主損益調整前四半期純利益 10,976 7,942

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 26 △69

為替換算調整勘定 △2,473 △2,719

持分法適用会社に対する持分相当額 1 △3

その他の包括利益合計 △2,446 △2,792

四半期包括利益 8,530 5,149

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,767 4,925

少数株主に係る四半期包括利益 763 224
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（平成23年４月１日から
平成23年12月31日まで）

（連結の範囲の重要な変更）

　当第３四半期連結会計期間において、エクセディクラッチインディアの重要性が増したため、連結の範囲に含めており

ます。

（持分法適用の範囲の重要な変更）

　第２四半期連結会計期間より、新たにクロイドン株式会社の株式を取得したため、持分法適用の範囲に含めております。

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）

該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）

　該当事項はありません。

【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ

・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

　当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）

　該当事項はありません。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（平成23年４月１日から
平成23年12月31日まで）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

（株式付与ＥＳＯＰ制度における自己株式の処分に関する会計処理方法）

　当社は、平成23年４月27日開催の取締役会において、従業員の労働意欲・経営参画意識の向上を促すとともに、株式価値

の向上を目指した経営を一層推進することにより、中長期的な企業価値を高めることを目的とした信託型の従業員イン

センティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ」制度の導入及び導入に伴う第三者割当増資による自己株式の処分を決議して

おり、平成23年５月17日付で自己株式100,000株を、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対して

処分いたしました。

　当該自己株式の処分に関する会計処理については、経済的実態を重視する観点から、当社と当該信託口は一体とする会

計処理をしており、当該信託口が所有する当社株式については、四半期連結財務諸表及び自己株式数に含めて処理してお

ります。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日現在、当該信託口が所有する当社株式（自己株式）数は99,600株であります。

（改正法人税法及び復興財源確保法に伴う税率変更等）

　平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」

（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特

別措置法」（平成23年法律第117号）が公布され、平成24年４月１日以降開始する事業年度より法人税率が変更されるこ

ととなりました。

　当第３四半期連結累計期間の税金費用の計算にあたり、「改正法人税法及び復興財源確保法に伴う税率変更等に係る四

半期財務諸表における税金費用の実務上の取扱い」（平成24年１月20日　企業会計基準委員会　実務対応報告第28

号）Ｑ３における単一の税率の取扱いを適用しております。使用した税率は38.02%で、繰延税金資産の回収可能性の

判断の際に使用した課税所得の見積期間の各期の法定実効税率を単純に平均して算出しております。

　この税率の変更により繰延税金資産の純額が174百万円減少し、当第３四半期連結累計期間に費用計上された法人税

等の金額が186百万円増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（平成22年４月１日から
平成22年12月31日まで）

当第３四半期連結累計期間
（平成23年４月１日から
平成23年12月31日まで）

科目 金額（百万円）

減価償却費 8,532

のれんの償却額 97

科目 金額（百万円）

減価償却費 8,663

のれんの償却額 97

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）

１．配当に関する事項

(1)配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 1,214 25.0平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

平成22年10月28日

取締役会
普通株式 971 20.0平成22年９月30日平成22年11月26日利益剰余金

(2)基準日が前第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が前第３四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

　　著しい変動がないため、記載しておりません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）

１．配当に関する事項

(1)配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,449 30.0平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

平成23年10月27日

取締役会
普通株式 1,206 25.0平成23年９月30日平成23年11月25日利益剰余金

（注）平成23年10月27日取締役会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株

式付与ＥＳＯＰ信託口・75467口）に対する配当金 ２百万円を含んでおります。

(2)基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

　　著しい変動がないため、記載しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント
その他
（百万円）
（注１）

合計
（百万円）

調整額
（百万円）
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（百万円）
（注３）

　
ＭＴ

（百万円）
ＡＴ

（百万円）
計

（百万円）

 売上高  　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 43,09588,811131,90715,835147,742 － 147,742

　セグメント間の内部

  売上高又は振替高
281 1,9622,2435,3957,639(7,639) －

計 43,37790,773134,15021,231155,381(7,639)147,742

 セグメント利益 7,2748,02915,3032,00617,310(565)16,744

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導

装置事業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額 △565百万円には、セグメント間取引消去 116百万円、のれんの償却額 

△97百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用 △612百万円及びその他の調整額 28百

万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び新製品開

発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント
その他
（百万円）
（注１）

合計
（百万円）

調整額
（百万円）
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（百万円）
（注３）

　
ＭＴ

（百万円）
ＡＴ

（百万円）
計

（百万円）

 売上高  　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 43,50190,064133,56517,736151,302 － 151,302

　セグメント間の内部

  売上高又は振替高
231 1,9212,1536,7408,893(8,893) －

計 43,73391,985135,71824,477160,195(8,893)151,302

 セグメント利益 6,8705,33512,2051,79514,000(704)13,295

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導

装置事業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額 △704百万円には、セグメント間取引消去 176百万円、のれんの償却額 

△97百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用 △687百万円及びその他の調整額 △96

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び新製品

開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（平成22年４月１日から
平成22年12月31日まで）

当第３四半期連結累計期間
（平成23年４月１日から
平成23年12月31日まで）

１株当たり四半期純利益金額 205円46銭 149円1銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 9,981 7,189

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 9,981 7,189

普通株式の期中平均株式数（千株） 48,581 48,247

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．普通株式の期中平均株式数は、自己名義所有株式分を控除する他、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する

自己株式（当第３四半期連結会計期間末日現在 99,600株）を控除し算出しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成23年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額 1,206百万円

（2）１株当たりの金額 25円00銭

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成23年11月25日

（注）　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エクセディ(E02203)

四半期報告書

18/19



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月13日

株式会社エクセディ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 牧　美喜男　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅田　佳成　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 榎本　　浩　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エクセ

ディの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エクセディ及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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